
補助金交付申請の様式改善により
事業者・職員の負担軽減

健康福祉部 福祉指導課 
        介護指導第１班、第２班



「社会福祉サービス確保支援事業費補助金」

年間申請施設数

   1,500
（対象地域：県内全域）

新型コロナ発生施設

県 対応に要した経費を助成

介護サービス継続を支援
申請 交付



改善前の状況（事業者）

交付申請書＋10種類以上の資料作成が必要

＋



改善前の状況（審査職員）

事業者指導の合間に審査
年間申請 1,500件

１次審査者 ９人

   160件／人

２次審査者 ４人

   370件／人

○審査体制

整合確認や修正依頼に長時間

業務効率化が急務！

主要業務の事業者指導が停滞



私たちが取り組んだこと

• 分散した様式ファイルを統合

• 様式間の転記を自動化



改善後の申請書ファイル

基本情報シートを入力すれば…   必要な様式が自動で完成!



改善による効果

・書類作成の負担が減少

・書類間の不整合が解消

・書類間の照合が最低限に

・事業者への修正依頼が減少

事業者（申請者） 県（審査者）

審査時間 年間120時間減

介護事業所への指導件数 増



取組のポイント

①事業者の声に耳を傾ける！

②「まね」して短時間で最大効果を！

③組織の主要業務を最優先に！



福祉指導課 介護指導班 メンバー

 御清聴ありがとうございました


